





A抗achm回t加 parentsand dependency on someone 0出町出阻par目白inadolescence: 
Does attachment rea1ly regula白血回p町四国1relationship? 
Yuko Oka血 0柏， H岨 akoHigashiy副na，and Tatsuya Ikeda 
h 也iss回dy，we皿.vestigatω 也erelationship betw田nat凪chmentto paren阻，
dependency on someone 0曲目也anp町曲阻， and independence in adolescence. The 
subjec臼were246 undergrad田恒嗣de由 (110males， 131島males，担d5 unknown). 
Participants who answered that由eird句阻dencyw田 onsomeone other白血也eir
paren阻we田 150(77血ales，69 females，岨d4 unknown). The hierarchical multiple 
問g問ssionanalysis indicated血atthe dependency on someone 0出町由岨也er
p町田阻 a能 ctsind句endence.In par世cular，dependency on someone 0也.er由an
paren同 hasa bu宜eringeffect between attachment回 p町四臼 andcollaborative 
m旬rpersonalrelationships. Our results suggest that adole渇C四 tswho ha.ve unstable 
a仕achmen同totheirp町田tscan be adapti.ve in their de.velopment， if血eycan req田st





























































































































α M SD Min Max 
愛着不安 87 14.24 5.39 自 40 
愛着回避 88 22.09 6.78 9 44 
依存欲求 .87 40.34 9.62 17 64 
統合された依存 75 49.50 8.08 30 88 
依存拒否 88 28.69 8.66 13 59 
価値判断 86 33.17 5.68 12 46 
自己統制 82 31.67 6.03 17 78 
現在把握 .7事 25.34 4.88 6 35 
適切な人間関係 85 24.57 4.92 5 35 
社会的知識 77 19.88 4.91 5 31 
自立全体 90 134.63 20.14 63 184 
Table2 
各尺度の記述統許量 i親および親以外回答者}
M SD M田 且晶耳
親 親以外 親 親以外親親以外 親 親以外
愛着不安 12.77 15.18 4.52 5.70 自 自 27 40 
愛着回避 18.50 24.39 5.02 6.77 9 9 34 44 
依存欲求 39.89 40.63 9.29 9.85 17 21 61 岳4
統合された依存 50.89 48.61 7.19 8.51 35 30 65 88 
依存拒否 27.08 29.71 8.96 8.33 13 13 56 59 
価値判断 32.67 33.49 5.89 5.54 16 12 43 46 
自己統制 31.29 31.91 5.13 6.55 17 18 44 78 
現在把握 25.81 25.03 4.74 4.95 13 6 35 35 
適切な人間関係 24.93 24.34 4.70 5.06 11 5 35 35 
社会的知識 19.83 19.91 4.58 5.13 9 5 31 30 









位因子の交互作用項を投入した。R'の変化量を示すL1R'が有意であったため (L1R'~ .09， F (11， 138) ~ 
4.74，p < .01)，交互作用を仮定する第3ステップが採用された (R'~ .27，p < .01)。第3ステップにお




2 3 4 5 6 7 事 9 10 
1 愛着不安
2 愛着回避 42 . 
3 依存欲求 10 間 31. 
4 統合された依存 .ー21u 44 •• .60 ~. 
5 依存拒否 .53 . .47 . .07 -.37.. 
6 価値判断 -.13 . .07 へ16申 .09 .01 
7 自己統制 .ー11， .06 -.07 .06 .13 ，. 47 . 
8 現庄把握 -.19 . 園.16. 05 32.. ー10 60 .* 39.. 
9 適切な人間関係 -.29 u .ー13~ 12 t 38.. .ー13~ 41 ..~ 36.. .56 u 
10社会的知識 04 0ー5 05 .14 . 08 49.. .43 .* .58 u so •• 
11 自立全体 .20 u .02 .01 .25." .01 .79 . .72 . .81 u .73 . .78 . 
事p< .01，事p<.05， tp <.10 
Table4 
親への愛着，依存性，心理的自立の各下位因子得点の全変数の相関i親回答者}
2 3 4 5 6 7 8 9 10 
1 愛着不安
2 愛着回避 40“ 
3 依存欲求 -.06 -.45." 
4 統合された依存 田園49. 目.59•• 57.. 
5 依#拒否 51U 凶64.. .20 ，. .ー56..
6 価値判断 .ー10 .08 間.21. .13 司.01
7 自己統制 -.27 u 03 国20+ 06 。 .59帥
8 現在把握 回.30. 回.24. 園周02 .30・s 同 20t 63 •• 61・e
9 適切な人間関係 圃.35. 圃.25. 21 • 49.. 岨.28. 42.. .46 . 67.. 
10社会的知識 .11 .09 .19 + .19 - 。01 .54 . .52 . 60 •• .50 u 
11 自立全体 -.27 . -.10 -.03 ，28.. -.11 .82.. .80帥 .87 . .75 . 白78..
申事P<.01，串P<.05， 'p <.10 
Table 5 
親への愛着，依存性，心理的自立の各下位因子得点の全変数の相関自現以外回答者)
2 3 4 5 6 7 s 9 10 
l 愛着不安
2 愛着回避 .36 . 
3 依存欲求 .17 . -.32 •• 
4 統合された依存 -.05 国35.. 63 •• 
5 依存拒吾 .52 . 38 . 。 24 •• 
6 価値判断 ヘ18• .02 ヘ14t 0ー8 開
7 自己統制 司 07 0ー5 -.01 .07 20 • 41 •• 
8 現在把握 ー12 国ー09 10 32.. ー位 59.. 29.. 
9 適切な人間関係 -.25 . 間.06 08 .32 . -.02 41 •• 32 . .50 . 
10社会的知識 -.02 .1 -.02 1ー3 13 47.. 39 ~. .58帥 .51“ 
1 自立全体 ヘ17申 .01 .00 23 •• .09 77 . 69.. 77 . 72 . .78.. 
事p< .01，事P<.05， 'p <.10 
― 7―
立して及ぼすことが示された伊~.32，p < .01)。
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「価値判断」を目的変数とした階層的重回帰分析では <1R'が有意であったため (<1R2~.06， Fσ， 
144) ~ 3.36，p < .05)，第2ステップを採用した (R2~目 10，P < .01) (Tab1e 7)。その結果， r愛着不安」
は「価値判断」に弱い有意な負の影響伊~-.24，p < .05)， r依存欲求」においても弱い有意な負の影
響を示した伊~-.26， P< .05)， r統合された依存j は正の影響伊~.30，p < .01)， r依存拒否Iは弱い
Eの有意傾向を示した (ß~ 目 17， p< .10)。
「自己統制」を目的変数とした階層的重回帰分析では<1R2が有意であったため (<1R'~.09， F (5， 144) 
~ 3.34，p < .01)，第2ステップを採用した (R'~ .1O，p <訓)(Tab1e 8)。その結果， r愛着不安」は「自
己統制I に弱い有意な負の影響を示した伊~-.25，p < .05)， r統合された依存Iは有意傾向の正の影
響を示し伊~.21 ， p<.IO)， r依存拒否」は有意なEの影響を示した (s~ .36，p < .01)。
「現在把握」を目的変数とした階層的重回帰分析では <1R2が有意であったため (<1R2~ .13， F (5， 
144) ~ 4.95，p < .01)，第2ステップを採用した (R2~ .15，p < .01) (Tab1e 9)。その結果， r愛着不安」
は「現在把握」に負の有意傾向を示したも8~ ー 17， p< .10)， r統合された依存」は有意な正の影響を
示した (s~ .46，p < .01)。また， r依存拒否」は正の有意傾向を示した伊~ .18，p < .10)。
「社会的知識」を目的変数とした階層的重回帰分析では<1R'が有意であったため (<1R'~ .08， Fσ， 
144) ~ 4.95， P < .01)，第2ステップを採用した (R2~ .10，p < .05) (Tab1e 10)。その結果， r統合され







愛着不安 国 22• 国 24• -.27吻
愛着回避 .10 .06 04 
依存欲求 26 • 24 t 
統合された依存 .30 . .27 • 







R2 .04 • .10 . .12 t 
，1R' .06 . 01 




stepl .tep2 step3 
愛着不安 -.10 -.25 . -.36 •• 
愛着回避 09 05 .05 
依存欲求 国 08 .06 
統合された依存 21 t .1 







R2 。1 .10仲 .16 . 
AR2 .09 •• .05 . 
p<且1，"'p <且5，t P <.10 
示した(s~ .24， P < .05)。
「適切な人間関係」を目的変数とした階層的重回帰分析では.AR2が有意であったため (AR'~ .1， 






愛着不安 -.10 -.17 t -.28' 
愛着回避 -.05 ，01 ，00 
依存欲求 ー15 四 02
統合された依存 46帥 35 •• 









15 •• 21 •• 
.13 "'. .06 




st叩 1 st叩2 st叩3
愛着不安 司.07 間 15 ヘ24'
愛着回避 ，14 14 12 
依存欲求 .ー15 .00 
統合された依存 .33 •• .21 ， 






愛着回避x依存拒否 国 22' 
R2 .02牌 .10 '" .17 •• 
JR2 08 •• 07 ' 
" *__""nct p < .01， p < .05， TP < .10 
呆， r愛着不安Jは「適切な人間関係Jに有意な負の影響を示した(s~ -.41， P < ，01)0 r統合された





まず， r愛着不安Jx r統合された依存Jの単純傾斜の検定では， r統合された依存Jが低い場合，
「愛着不安」の単純傾斜は負の有意な影響を示した伊~-.61， p < .01)。一方で「統合された依存」
が高い場合の「愛着不安」の単純傾斜は有意ではなかった伊=回22，p~ .18)。次に， r愛着回避Jx 
「依存欲求」の単純傾斜の検定の結呆では， r依存欲求」が低い場合には「愛着回避Jの単純傾斜は
有意ではなかったが伊~.15， p ~ .20)， r依存欲求」が高い場合の「愛着回避Jの単純傾斜は弱い正
の有意傾向を示した(ß~ .23，p ~ .07)。また r愛着回避Jx r統合された依存」における単純傾斜
の検定では， r統合された依存Jが低い場合， r愛着回避Jの単純傾斜は弱い正の有意傾向を示した(s
~ .24，p ~ .06)。しかし， !統合された依存Jが高い場合には「愛着回避」の単純傾斜は有意ではなか
った伊~ .16，p ~ .31)。最後に， r愛着回避Jx r依存拒否」の単純傾斜の検定の結果では， r依存拒
否Jが低い場合， r愛着回避J の単純傾斜は弱い有意な正の影響を示し伊~.30，p < .01)， r依存拒否J











stepl step2 step3 
愛着不安 幽.26帥 ヘ37. -.41 •• 
愛着回避 03 1 .04 
依存欲求 -.12 .04 
統合された依存 .48柿 35 •• 
依存拒否 .25 •• .19 t 
愛着不安x依存欲求 .03 
愛着不安x統合された依存 20 t 
愛着不安x依存拒否 -.01 
愛着回避x依存欲求 21 • 
愛着回避x統合された依存 .ー19t 
愛着回避x依存拒否 -.27 •• 
R' .06 •• 23 •• 34 •• 






























































































適切な人間関係との関連 「愛着不安Jx r統合された依存J，r愛着回避Jx r統合された依存」
の交互作用より， r統合された依存」は「愛着回避」および「愛着不安」の双方の調整変数となる唯
一の依存形態であることが示された。また，それぞれの単純傾斜の結果を比較すると，同じ「統合
された依存j が低い場合でも， r愛着不安j は「適切な人間関係j に負の影響， r愛着回避Iは正の
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